































































Research Activity Class to Study the River Terrace and Land─use History 



















































丘面に区分した。図 3 に段丘面区分図、図 4 に地形断

















比されるもので、蒲沢川沿い（標高 110 m 前後）か
ら向原周辺の芋沢川沿い（標高 110～100 m）、大竹周
辺（標高 90 m 前後）、および大沢川沿い（標高 150～
100 m）にみられる。東方に傾斜する。
【Ⅴa面】広瀬川左岸の本郷、大勝草、大竹新田下に




られるⅤa 面より比高 5～10 m 低い平坦面であり、広
瀬川の通常時河面とは比高 3～5 m。
【Ⅴc面】芋沢川沿いの綱木や向田などに局所的にみ







て、台地に里山が残る 1950 年代（昭和 30 年代）、宅
地開発以前の 1980 年代（昭和 60 年代）、宅地形成後

































2）2 万 5 千分の 1 地形図（国土地理院発行「仙台西
北部」）および 5 千分の 1 地形図（仙台市「都市計画
基本図」）によって、調査地区の地勢・地形の概略的
把握と地形断面図と水系図の作成（縮尺 1 万分の 1）
図 3．高野原地区の段丘面区分図
図 4．地形断面図。断面線および段丘面区分は図 3 を参照。
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1）国土地理院 2 万 5 千分の 1 地形図「仙台西北部」
の 1958（昭和 33）年、1989（平成元）年、2001（平
成 13）年の各刊行地図（旧版地図は複写依頼し入手）




















































広葉樹 針葉樹 荒れ地 水田 畑地 樹園・桑 宅地 寺社・墓 住宅地 学校
H10年代 47743 3608 20999 44760 7838 30 7857 2778 16264 199
S60年代 62336 6388 26295 57964 3984 0 5989 1603 0 0
S30年代 105404 18528 5399 29098 0 3123 5079 600 0 0
広葉樹 針葉樹 荒れ地 水田 畑地・桑 ・寺社・ 住宅地 学校・工 その他
S30年代 105404 18528 5399 29098 #REF! #REF! #REF! 21298
S60年代 62336 6388 26295 57964 #REF! #REF! #REF! 12147
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